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葉から吸収できる腐植酸
葉面散布剤ギアアップも

新発売

施設栽培の防除をもっと省力化！いまこそ見直したい「くん煙剤」 
施設栽培での農薬散布は、薬液の調製、重いホースの取り回し、ハウス内で
の散布、使用後の洗浄・片付けなど、多くの時間と労力を必要とする作業で
す。農業の担い手不足が進むなか、「どの農薬を使うか」だけでなく、「どう防
除するか」を見直すことも生産性向上の重要なポイントです。
施設栽培にはさまざまな防除方法がある 施設栽培では一般的な動力噴
霧機による散布のほか、くん煙剤、専用機器を使ったくん煙・煙霧、細霧シス
テムなど、省力化につながる防除方法があります。それぞれに長所・短所が
あり、作物や施設、対象病害虫に合わせた使い分けが大切です。

昔からある「くん煙剤」が、実は省力的！ くん煙剤は決して新しい技術では
ありません。しかし、薬液を調製し、重いホースを引きながらハウス内を歩い
て散布する必要がなく、省力性に優れ、作業者が薬剤に曝露する機会を減
らせる点でも大きなメリットがあります。
また、水を使わないため施設内の湿度を高めにくく、作物を汚しにくいこと
や、大がかりな防除器具を必要としないことも特長です。
一方、一般的な散布に比べて登録薬剤の選択肢が限られるという弱点も
あります。だからこそ、対象作物・病害虫に適した登録薬剤がある場面では、
くん煙剤を上手に取り入れることで防除作業の省力化につながります。
イチゴにも使える！日本曹達のくん煙剤

※適用作物・対象病害虫・使用方法等は製品によって異なります。使用前に必ず
最新の登録内容・ラベルをご確認ください。

新しい技術だけが「省力化」ではない。
近年、販売終了となるくん煙剤もあり、以前より製品の選択肢は少なくなっ
ています。しかし、人手不足が進むこれからの農業だからこそ、「人が散布す
る」ことを前提としない防除方法を改めて考える必要があります。
「農薬を何にするか」だけでなく、「どう使うか」も見直す。
今ある技術を上手に活用することも、農業の生産性向上につながります。
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新発売

”ブレイキン効果※”による、
抵抗性害虫への優れた効果。
即効的な吸汁阻害によるウイルス媒介抑制。
有益昆虫に影響が少ない事が確認されており、
IPM（総合的病害虫管理）に有効。
※エフィコン®SLの有効成分アクサリオン®が害虫の弦音器官を
　沈黙させ、速やかに吸汁や定位といった行動を阻害する効果。
　結果として、害虫が植物から落下するといった症状を引き起こす。
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喜多社長のフィロソフィ日記「事業を成長させるということ」 9月25日、当社の従業員と、ドローンによる水稲本田防除に関わっていただいた防
除パートナー、アルバイトの皆さんに集まっていただき、BBQを行った。今年度の水稲本田防除も一段落し、防除面積はちょうど900haとなった。2017
年、初年度の防除面積は95haだった。2021年には455ha、そして今年は900ha。事業開始から約9.5倍になった。振り返れば、よくここまで事業を育
ててこられたと思う。しかし、この900haは決して社員だけの力で積み上げてきたものではない。早朝から現場に入り、ともに防除を支えていただいた防
除パートナーやアルバイトの皆さんをはじめ、多くの方々の力があってこその900haである。
BBQの最後、中締めを行った中村リーダーが、当社の「五方よし」に触れ、防除パートナーやアルバイトの方々の幸せについて話してくれた。その言葉を
聞き、励まされると同時に、身が引き締まる思いがした。事業が成長するということは、単に売上や仕事量が増えることではない。関わる人が増え、その仕
事を生活の糧とする人も増えていくということである。だからこそ、事業が大きくなるほど、その先も仕事をつくり続けるリーダーの責任は大きくなる。中
村リーダーの言葉からは、もっと仕事を増やし、ともに働く仲間にも仕事をつくっていこうという責任と覚悟を感じた。会社の理念や方針を自分自身の言
葉で語り、その責任を担おうとしてくれていることを、本当にありがたく、頼もしく感じた。
一方で、事業の成長とともに課題も大きくなっている。現在、年間のドローン防除面積は1,200haを超える。防除は、注文をいただいてから、地図や防除
パウチの作成・配布、翌日の作業準備、実際の防除、完了報告、売上計上まで、ドローンを飛ばす以外にも多くの業務によって成り立っている。面積が増
えれば、事務作業や段取りも増えていく。これを単に人を増やすことで解決していては、生産性は高まらない。AIやデジタルを活用し、なくせる作業はなく
す、自動化できる作業は自動化し、人にしかできない仕事にもっと時間を使える仕組みに変えていかなければならない。また現在は、農薬倉庫を中心に
翌日の薬剤や機材を準備しており、作業動線にも改善すべき点が多い。来年春には本社前に「スマート農業支援棟（仮称）」が完成する。新しい拠点を活
かし、準備から出発、帰社後の片付けまで、現場の動線も大きく改善していきたい。
事業が成長すれば、新たな課題も見えてくる。それを現場の頑張りだけで乗り越えては
いけない。来年の防除までに仕事の仕組みと作業環境を改善する。当社は「農業の生
産性向上に寄与する」ことを目指している。農業を支える私たち自身が生産性を高め、
その経験をお客様にも還元していかなければならない。事業の成長と生産性向上を、
関わる人たちの幸せへとつなげていく。それこそが「五方よし」の実践である。

特徴
■ 有機物分解能力を持つバチルス菌を生きたままの状態で含んだ資材です
■ 分解された残さは肥料成分として次の作で作物に活用されます
■ 水和タイプですので農薬散布機で散布可能です

機械まき可能なﾍﾟﾚｯﾄﾀｲﾌﾟ
（肥料成分入）もﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ


